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富永知穂

　もともと私自身が金属アレルギーで、20

代の時にパラジウム合金製の補綴物を入

れたのですが、片頭痛や体調不良に悩むこ

とがあり、日本顕微鏡歯科学会の指導医で

もある髙田光彦先生（兵庫県・高田歯科） 

に外していただいたことで、次第に体調が良

くなったのです。当院のスタッフもメタルフ

リー治療を受けたことで「体調が良くなった」

医療法人ひかり歯科クリニック
徳島県徳島市

　「周りの方々を照らし、幸せにする歯科医院」をコンセプトに、
患者さん一人一人に合った歯科治療を提供し、さまざまなライ
フスタイルのスタッフも働きやすい環境づくりに励むひかり歯
科クリニック院長の富永知穂氏。メタルフリー治療専門を掲げ、
デジタル化を推し進めて患者さんの満足度向上を目指す富永氏
に、診療方針や取り組み、今後の展望などを伺った。

自らの経験を生かし
メタルフリー治療専門へ

なぜメタルフリー化を決断？

─こちらではメタルフリー治療を推奨する

診療方針を取っているのですね。

富永　現在、当院では金属を使った治療は全

く行わず、レジン、セラミック、ハイブリッ

ドなどのメタルフリー治療を手掛けていま

す。

氏 Tominaga  Shiho

2004 年徳島大学歯学部歯学科卒、08
年徳島大学大学院口腔外科修了。18
年、ひかり歯科クリニック開院。21年
医療法人化。日本臨床歯科 CADCAM
学会、日本審美歯科学会、日本顕微鏡
歯科学会、日本口腔インプラント学会、
日本デジタル矯正歯科学会所属。イン
ビザライン・ジャパン㈱、㈱モリタで
もセミナー講師として全国で活躍中。

スタッフ： 歯科医師1人
歯科衛生士5人

（うち非常勤1人）
受付1人
管理栄養士１人

ユニット：5台
駐車場：9 台分
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樋田秀一 Hida Shuichi

先生

第
131
回

生活スタイル

平均睡眠時間は？

　7～ 8時間。

一日の中で好きな時間は？　

　スタッフと雑談しながら過ごすお昼休み。

資格・所属：日本歯科医師会、神奈川県
歯科医師会、横浜市歯科医師会、瀬谷区
歯科医師会。日本小児歯科学会、日本口
腔インプラント学会、日本顕微鏡歯科学
会、新潟再生歯学研究会。日本口腔イン
プラント学会専修医、日本床矯正研究会
指導医・認定医・理事、国際歯周内科学
研究会指導医・認定医・理事
診療スタイル：予防歯科、小児歯科、小
児矯正、マイクロスコープ

生年：1979 年
出身地 ： 神奈川県
出身校：昭和大学歯学部

■医療法人笑顔を育む会
　三ツ境駅前スマイル歯科 院長
　（神奈川県）

欠かさない日課や習慣は？

　近所の経営者仲間と一緒にジムで筋トレ。

好きな食べ物・嫌いな食べ物は？

　好き嫌いはない。おいしいものを親しい友

人と食べるのが最高に幸せ！

行きつけのお店は？
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　2024年6月の診療報酬改定は、新たに調剤薬局との情報共有が推
進されるなど、「地域連携」がキーワードとなっています。今回は、
内科クリニック、調剤薬局、訪問リハビリなどとの連携の実例を紹介。
職種ごとの強みを生かした課題の解決策を示していただきました。

在宅緩和ケアの多職種連携と歯科訪問診療
話し手：井上義郎（福島県・医療法人祥義会 理事長）
取材協力：福島市在宅医療・介護連携支援センター／クロスフィールド㈱／ TOPPAN ㈱

排毒学の立場から歯科と金属を考える
話し手：大森隆史 （神奈川県・医療法人アスクレピオス ランドマーク横浜国際クリニック 院長、医師）

2024年改定で導入！
「医歯薬連携の推進」がもたらすもの

話し手：平井文朗 （㈱ FiNE 代表取締役、薬剤師）
日野優生（りおん薬局新座志木店 管理薬剤師）

地域で頼れる仲間づくり

問題解決！ 
多職種との協力術

本人と一緒に、さまざまな関連業種との橋渡し
介護専門職による「家族代行」サービス
話し手：酒井大輔（家族代行・身元引受サービス、介護福祉士、介護講師、家族代行士 ®）

アメリカのメディカルツーリズム仲介企業と提携
インバウンドを積極的に取り込むサポート
話し手：齋藤アキホ （Gsmilez 代表、歯科衛生士）
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井上整形外科医院。2階に歯科（福島訪問歯科医院）と予防・マッサージ（Prevention）を併設している。

この記事のポイント

「その人らしく」を支える
在宅医療における口腔・栄養・リハの連携

在宅看取りとフレイル予防地域対策に
おける歯科の貢献

エステとリハビリとの連携を目指して
900万円開業からのスタート

口腔

栄養 リハビリ

三位一体

福島市在宅医療・介護連携支援センター
クロスフィールド㈱／ TOPPAN ㈱

●取材協力：

●話し手：

Inoue Yoshiro
井上義郎 氏

福島県・
医療法人祥義会 理事長

在宅緩和ケア在宅緩和ケアのの
多職種連携多職種連携とと
歯科訪問診療歯科訪問診療
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「「医歯薬連携の推進医歯薬連携の推進」」
ががもたらすものもたらすもの

Hirai Fumio
平井文朗 氏
㈱FiNE 代表取締役
薬剤師

Hino Yuki
日野優生 氏
りおん薬局新座志木店
管理薬剤師

この記事のポイント

地域の取り組みで互いの役割が分かる

多剤服薬、錠剤嚥下障害を見逃すな

気軽に相談できる「なじみの薬局」を持とう！

●取材・文：編集部

●話し手： ●話し手：

2024年改定で導入！

りおん薬局は事実上、在宅訪問に特化した業務を行っており、高齢者施設や個人宅に住む高齢者に、医師が処方した薬を
訪問車で届けている。患者家族から直接依頼されるだけでなく、高齢者施設や訪問看護ステーションなどからまとまって
依頼を受けることが多い。
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この記事のポイント

「おひとり様」の要介護者が急増中

介護保険の保険外サービスの需要が拡大

地域包括ケアが活用されていない

介護専門職介護専門職によるによる
「「家族代行家族代行」」サービスサービス

Sakai Daisuke
酒井大輔 氏

家族代行・身元引受サービス
介護福祉士、介護講師
家族代行士®

●話し手：

本人と一緒に、さまざまな関連業種との橋渡し
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この記事のポイント

P.ジンジバリスの関与で
銅が健康リスクになる

銅は細胞内の鉄代謝を助ける必須ミネラル

排毒学排毒学のの立場立場からから
歯科歯科とと金属金属をを
考える考える
有害重金属と
排毒の最前線を歩む
　大森氏は九州大学工学部在学中に水俣
病問題に関心を持ち、排水中の有害重金
属処理の研究を行い、石油会社勤務を経
て同大医学部に進み、医師になった。医
師になってからは、水銀、鉛などの有害
重金属の生体曝露と健康被害の研究・臨
床に従事。現在は、コロナ後遺症、認知
症などの難病の治療にも当たっている。

Omori Takashi
大森隆史 氏

神奈川県・医療法人アスクレピオス
ランドマーク横浜国際クリニック
院長・医師

●話し手：

「銅イオン含有セメント」って、大丈夫？
「P.ジンジバリス」って、やっぱり悪者？
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この記事のポイント

経営への安定的な組み込みが
今後の課題

滞在日数の長い外国人がターゲット

インバウンドインバウンドをを
積極的積極的にに
取り込む取り込むサポートサポート

Saito Akiho
齋藤アキホ 氏

Gsmilez 代表 歯科衛生士　

歯科衛生士養成校時代、英語が苦手だっ
たが一念発起して海外へ。プーケットに
ある高級ホテルの VIP専門デスク、オー
ストラリアの歯科医院での勤務を経て帰
国。現在は、外国人が多く訪れる都内の
歯科医院での勤務の傍ら、海外のオンラ
インセミナー通訳としても活躍。

●話し手：

アメリカのメディカルツーリズム仲介企業と提携

Gsmilezとは？

　2024 年7 月設立。日本の歯科医院に海

外から患者さんを紹介し、リスクコント

ロールやスタッフ教育など、インバウンド

展開をサポートする。
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「「
ス
マ
ホ
イ
ン
カ
ム

ス
マ
ホ
イ
ン
カ
ム
」」

次
世
代

次
世
代
のの

　大型歯科医院などで普及してきた従来の
インカム。便利ですが、「別のフロアだと
通じにくい」というデメリットがあります。
院内のコミュニケーションを改善する、次
世代スマホインカム『Buddycom（バディ
コム）』を紹介します。　

大
規
模
歯
科
医
院
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
改
善

協力：千葉県・医療法人社団康樹会 海岸歯科室CHIBA STATION

●取材・文：編集部

Ito Megumi
伊藤 恵 氏

㈱サイエンスアーツ　
企画本部
ブランディング／アートディレクター

Mine Haruka
峯 悠 氏

㈱サイエンスアーツ
管理本部兼企画本部
マネージャー

●話し手：
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特集

貞光謙一郎（日本顎咬合学会理事長）

Webでもさまざまな
情報を発信中！

・X
・Facebookファンページ
・YouTubeチャンネル
・note
・Instagram

院内外で
チームづくり

● 特定機能病院とかかりつけ医の連携作法

● フリーランス保護新法の留意点
● 「歯周病治療にはチームで」が英国流

レポート

（古屋綾子）ユニフォーム作りの現場をレポート！

　2024年を振り返って、
「つくづく日本は劣化

3 3

したな	
あ……」と思われる方は多い

のではないでしょうか。生活苦から闇
バイトに手を出す若者が増えたり、生
活必需品が入手困難になったり、イン
フラが維持困難となって故障個所が放
置されたりと、劣化を示す事柄には事
欠きません。
　「昭和40年代みたい」と感じたのが、
都市部でネズミが増えたことです。当
社のある東京都西神田も例外ではな
く、各所で対策に追われています。子
どもの時は、よくネズミ捕りにかかっ
たネズミを見て、「こんなにかわいい
のに、害獣なんだなあ」と思ったもの
ですが、その後の衛生環境の改善で、
あまり見かけなくなりました。それが、
ここに来て復活（？）しているようで
す。
　医療関連でいえば、麻酔薬や止血剤
など「当たり前に必要な薬」までが入手
困難に。ある先生は「止血剤が手に入

らないので、仕方なく昔の圧迫止血に
戻した」とおっしゃっていました。薬
の入手困難の背景には、生産拠点を海
外に移転し過ぎたメーカーの責任や、
相次ぐ薬価引き下げ、ジェネリック医
薬品使用へのシフトなど、複合的な要
因が挙げられます。
　いずれにせよ、「物が手に入らない」
「施設がボロくなる」「治安が悪化する」
というのは、社会の劣化の代表的な指
標でしょう。
　こうした社会全体の劣化は、個々に
対応しても収まるものではなく、景気
回復や人手不足の改善など、根本的な
変化が必要なのでしょう。私たちも、
できるだけ明るいきざしを探していき
たいと思っています。
　今回の特集テーマは、問題解決型の
医療連携。一人だけでは解決できない
課題も、多職種のいろいろな知恵が集
まればヒントが出てくるものだという
ことが分かりました。ご一読いただけ
れば幸いです。	 （水谷惟紗久）

（廣瀬知二）衛生仮説「きれい好きは病気のもと？」


